蘇軾詩注解（十九） by 山本 和義 et al.
一156
蘇軾詩注解（十九）
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（南山読蘇会）
中国宋代の詩人蘇軾の以下の作品について注解を施す。括弧内の数字は東北大学中国文学研究室作成『蘇東坡詩作品表』による通し番号。洞庭の春色 　
?
びに引（一八三七）
路都曹を送る 　
?
びに引（一八三八）
陳履常が雪中に次韻す（一八三九）二鮮于君 　
詩文を以て寄せらる。詩を作りて謝を為す（一八四〇）
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趙徳麟が雪中に
?
を惜しみ、且つ柑酒を餉るに次韻す 　
三首（一八四一～四三）
陳伝道が「雪中の観燈」に和す（一八四四）閲世堂の詩、任仲微に贈る（一八四五）新渡寺に任仲微を送る（一八四六）
一八三七（施三一―二五）洞
春色
?
引
洞どう
庭てい
の春
しゆんしよく
色 　
?なら
びに引
いん
安定郡王以
甘釀酒、謂之洞
春色、色香味三絶、以餉其
?
子
麟、
麟以飮余、爲作此詩、醉後
信筆、頗有沓
?
風氣、
安あん
定てい
郡ぐん
王おう　
黄こう
甘かん
を以
もつ
て酒
さけ
を醸
かも
し、之
これ
を「洞
どう
庭てい
の春
しゆん
色しよく
」と謂
いう。色
しよく
・香
こう
・味
み　
三さん
絶ぜつ
なり。以
もつ
て其
その猶
ゆう
子し徳とく
麟りん
に餉
おく
り、徳
とく
麟りん　
以もつ
て余
よに飲
のましむ。為
ため
に此
この詩
しを作
つく
る。酔
すい
後ご　
筆ふで
に信
まか
せて、頗
すこぶ
る沓
とう
?たたる風
ふう
気き有あり。
元祐六年（一〇九一） 、五十六歳の作。知潁州として潁州にあった。○洞庭春色 　
洞庭は太湖（江蘇省）の湖中にある山の名。東山と西山よりなり、上質の蜜柑を産した。范成大『呉郡
志』巻三〇「土物下」に「真柑は、洞庭東・西山に出づ。柑は橘類と雖も、而して其の品特
こと
に高く、芳香超
すぐ
れて勝り、
天下第一と為す」とある。引にあるように、洞庭春色はその蜜柑を醸して作 酒の名。なお、蘇軾には同じくこの酒を詠じた「 色の賦」 （ 『蘇軾文集』巻一）がある。○安定郡王 　
趙ちよう
世せい
準じゆん
のこと（安定郡は陝西省の地名） 。宋
太祖の子である燕
えん
懿い王おう
徳とく
昭しよう
の曾孫で、安定郡王に封ぜられた。○黄甘 　
甘は柑に同じ。蜜柑のこと。○猶子徳麟 　
趙
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令畤のこと。徳麟はその字
あざな
だが、前には景
?
の字があった。蘇軾が趙令畤を徳麟と呼ぶのはこの作に始まる。 『蘇軾
詩注解 （十二） 』 に収める作品番号一七八五の詩の詩題の注を参照。趙世準の父は名を従
じゆう
藹あい
といい、 趙
ちよう
惟いち
忠ゆう（太祖の孫）
の子で、趙令畤の祖父従
じゆう
謹きん
の次兄である（ 『宋史』宗室世系表三・四） 。ゆえに厳密には趙世準にとって趙令畤はいと
0
0
こ
0の子であり、おじ
0
0とおい
0
0、 （猶子）の関係ではない。○沓
?　
だらだらしてしまりがないさま。 『説郛』八六
に引
く梁・袁昂『書評』に「王子敬が書は河洛の間の少年の如し。充悦すること有りと雖も、而して体を挙げて沓
?
たる
は、殊
こと
に耐う可からず」とある。
　
安定郡王どのは蜜柑を用いて酒を醸し、 「洞庭の春色」と名づけられた。色・香り・味わいのいずれ とっ
ても絶品である。王はその酒をおい
0
0の趙徳麟に贈り、徳麟はそれを私に飲ませてくれた。そのためにこの詩を
作ったのである。酒に酔って筆の運ぶに任せたので、いささかだらだらとした趣きにはなった。
1　
二年洞
秋
 
二に年ねん　
洞どう
庭てい
の秋
あき
2　
香霧長
?
手
 
香こう
霧む　
長なが
く手
てに
?はく
3　
今年洞
春
 
今こん
年ねん　
洞どう
庭てい
の春
はる
4　
玉色疑非酒
 
玉ぎよく
色しよく　
酒さけ
に非
あら
ざるかと疑
うたが
う
5　
賢王
字飮
 
賢けん
王おう　
文もん
字じの飲
いん
6　
醉筆蛟蛇走
 
酔すい
筆ひつ　
蛟こう
蛇だ走はし
る
7　
?
醉念君醒
 
既すで
に酔
よいて君
きみ
が醒
さめたるを念
おも
い
8　
餉爲我壽
 
遠とお
く餉
おく
れるを我
わが為
ため
に寿
ことほ
ぐ
9　
甁開香
座
 
瓶へい
を開
ひら
けば 　
香こう　
座ざに浮
うかぶ
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10　
盞凸光照
?
 
盞さかずき
に
 凸なかだか
にして 　
光ひかり　
?まど
を照
てらす
11　
方傾安仁
?＊
 
方まさ
に安
あん
仁じん
が
?れい
を傾
かたむ
けて
12　
莫
公
嗅＊＊
 
公こう
遠えん
をして嗅
かがしむる莫
なかれ
13　
當立名字
 
当まさ
に名
めい
字じを立
たつべきを要
よう
す
14　
未用問升斗
 
未いま
だ升
しよう
斗とを問
とうを用
もち
いず
15　
應呼
?
詩鉤
 
応まさ
に詩
しを釣
つる鉤
はり
と呼
よぶべし
16　
亦號
愁帚
 
亦また愁
うれ
いを掃
はら
う帚
ほうき
とも号
ごう
せん
17　
君知蒲萄惡
 
君きみ
知しるや 　
蒲ぶ萄どう
の悪
あしきは
18　
正是
?
母黝
 
正まさ
に是
これ
ぼ母ぼの黝
くろ
きがごとくなるを
19　
須君
?
杯
 
君きみ
が
?えん
海かい
の杯
さかずき
を須
まちて
20　
澆我談天口
 
我わが談
だん
天てん
の口
くち
に澆
そそ
がん
〔原注〕潘岳笙賦云、披
?
苞以授柑、傾縹瓷以酌
?
（潘
ぱん
岳がく
が「笙
しよう
の賦
ふ」に云
いう、 「黄
こう
苞ほう
を披
ひら
いて以
もつ
て柑
かん
を
授さず
け、縹
ひよう
瓷じを傾
かたむ
けて以
もつ
て
?れい
を酌
くむ」と）
〔＊＊〕明皇食柑、
?
千餘枚、皆缺一瓣、問
?
柑者、云、中
?
嘗有
士嗅之、蓋羅公
也（明
めい
皇こう
柑かん
を食
く
らう。凡
およ
そ千
せん
余よ枚まい
、 皆
みな一
いち
弁べん
を欠
かく。柑
かん
を進
すす
むる者
もの
に問
とう。云
いう、 「中
ちゆう
途とに嘗
かつ
て道
どう
士しの之
これ
を嗅
かぐ有
あり」 と。
蓋けだ
し羅
ら公こう
遠えん
なり）
1○二年 　
蘇軾が知杭州として杭州に在った、元祐四年七月から同六年二月までの期間をさす（万里集九の説） 。○
洞庭秋 　
洞庭山で秋に収穫される蜜柑のこと。宋・韓彦直『橘録』巻上「洞庭柑」に、 「洞庭柑は、皮は細やかにし
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て味は美なり……熟すること最も早く、之を
して来歳の春に至らしめば、其の色は丹の如し」とある。
2○香霧一
句 　
梁・劉孝標「橘を送る啓」 （ 『劉戸曹集』巻一）に、 「之を採れば 　
風味 　
座を照らし、之を劈
さけば 　
香霧 　
人に
?はく」とある。
3○洞庭春 　
蜜柑を用いて醸された「洞庭の春色」のこと。詩題および引の注を参照。
5○賢王 　
人
格・才能ともにすぐれた王のことで、趙世準をさす。○文字飲 　
詩文を作りつつ酒を飲むこと。韓
「酔いて張秘書
に贈る」詩（ 『韓昌黎集』巻二）に「長安の衆
しゆう
富ふ児じ、 盤
ばん
饌せん　
羶せん
葷くん
を羅
つら
ぬ、 文字の飲を解せず、 惟だ能く紅裙に酔うのみ」
とある。
6○蛟蛇走 　
趙世準の書に勢いがあることをいう。 蛟はみずち。 蛇はへび。 蛟蛇を蛟
に作るテキストがある。
7 
8○既酔・遠餉二句 　
一韓智
の聞書に「安定郡王ドノ又ヤヤ酔（ヒ）テ、 此ノ徳麟ガ酒ヲモ飲マズシテ一生醒（メ）
テヲルヲ思（ヒ）テ、 徳麟ニ此ノ酒ヲ送リ、 其（ノ）酒ヲ徳麟ガ又ソノママ我ニ送（リ）テ寿シテクレラルルゾ」 （ 『四河入海』巻二〇の一 という。寿は、目上の人に杯を勧めて長寿 祝うこと。
10○盞凸 　
酒がさかずきに溢れんばか
りであること。杜牧「羊
よう
欄らん
浦ぽにて 　
夜 　
宴会に陪
はべ
る」詩（ 『樊川外集』 ）に「毬
きゆう
来たりて香袖は依稀として暖かく、酒
さけ
凸にして
?こう
心しん
は
はん
?えん
として光る」とある。
11○方傾一句 　
潘岳（安仁はその字
あざな
）の「笙の賦」 （ 『文選』巻一八）に、 「黄
包
0を披
ひら
いて以て甘
0を授け、 縹
ひよう
瓷じを傾けて以て
?
0を酌む」とある。
?
は美酒の名で、 趨陽「酒の賦」 （ 『西京雑記』巻上）
に「沙
さ洛らく
?ろく
?れい
」と称する。
?
が
?
に通ずることは、 『集韻』 （平声四・青第十五）に見える。
12○莫遣一句 　
公遠は、
唐代の道士羅
ら公こう
遠えん
のこと。玄宗に隠形の術を教えるよう命ぜられたが、完全には教えなかったので斬られた。後に再
び姿を現し、玄宗が蜀に逃れた時にはこれを迎えた いう（ 『太平広記』巻二二に引く『神仙感遇伝』等） 。玄宗に仕えた張果と葉法善が蜀から果物を取り寄せるの 、彼が炎で妨げたという話が同書にあるが、原注にいう蜜柑に関する逸話は現存する資料には見えない。
13○立名字 　
名称をつける。欧陽修 「洛陽牡丹の図」 詩 （ 『欧陽文忠公文集』 巻二）
に「洛
らく
人ひと
驚き誇りて名字を立つ、種を買いて復た家
か貲しを論ぜず」とある。
14○問升斗 　
量の多少を問う。杜甫「田父
が泥飲して厳中丞を美
ほむるに遭う」詩（ 『杜詩詳注』巻一一）に「月出
いでて我を遮
さえぎ
りて留め、 仍お嗔
いか
って升斗を問う」
とある。
15○釣詩鉤 　
唐・唐彦謙「蝦
えび
を索
もと
む」詩（ 『全唐詩』巻六七一）に、 エビを詠じて「既に詩を釣る釣
つりばり
と名づけ、
又た詩を鉤
ひく鉤
かぎ
と作す」という。ここでは詩興を引き出す酒（洞庭春色）を称してかくいう。
16○掃愁帚 　
王注に引
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く李煜「酒に中
あた
る」詩に「言う莫かれ 　
滋じ味み悪しと、一
いつ
?せい　
寒愁を掃う」 （
?
は、竹ぼうき）とある。
17○君知一句 　
君は、 趙令畤をはじめ広く世の人に対していう。 蒲萄は、 葡萄酒のこと。
18○
?
母一句 　
?
母は、 伝説の時代の醜女。 『荀
子』賦
?
に「
?
母・力
りき
父ほには是れを之れ喜ぶ」とあり、楊
よう
倞りよう
の注に「
?
母は醜女、黄帝の時の人なり」とある。黝は、
色が黒いこと。
19 
20○須君・澆我二句 　
?
は水のあふれるさま。談天口は、 天を談ずる口。 『史記』孟子荀
?
列伝に「鄒
衍の術は迂大にして
?
弁、 ……故に斉人頌
しよう
して曰く、
「
天を談ずる衍、 ……
」
と」とある。二句について一韓智
は「君
ハ徳麟ヲ云（フ）ゾ。言（フココロ）ハ徳麟ドノヘ申ス、アワレ
??
タル海ノ如キ大サカヅキデ一盃此（ノ）酒ヲノ
ミタイゾ。サアラバ我レ猶（ホ）モ大ナル利口ヲ云（ヒ）テキカセ申（ス）ベキゾ。カウ云（ヒ）テ、マチツト酒ヲヨクボル（欲ぼる）ゾ」と記す。○〔原注〕 　
11句の注を参照。○〔＊＊〕 　
12句の注を参照。明皇は唐の玄宗。玄宗
が蜜柑を食べたとき、およそ千個余りのすべてが中の一房を欠いていた。進貢した者によれば、都にのぼる途中で或る道士に匂いを嗅がれたというので 羅公遠のしわざだと分かったという話
　
二年のあいだ味わった洞庭山の秋の実り、 皮 むけば）香りたつ霧が つも手にふりかかるようだった。
今年いただいたのは「洞庭の春」 、その妙なる色合いは酒と思えぬほどだ。
　
安定郡の賢王は文学を楽しみつつ酒をたしなまれ 、酔後の筆跡はまるで蛟や蛇が走りまわるかの う。そ
して酔いが回ってから、いつも醒めている君のことを心にかけて、はるか君へと酒をお届けになった。それを君は私に恵んでくれたというわけだ。
　
瓶かめ
を開けば香りがあたり一面にただよい、杯になみなみと酌めば光が部屋中にかがやく。潘安仁が詠じたよ
うに美酒を傾けるのはい けれど、 羅公遠にはくれぐれもその香りを嗅がさないようにしなければならないね。
　
いまは量の多少は問うのはやめにして、洒落た呼び方も工夫 てあげなければい ないだろう。詩を釣り上
げる釣り針と呼ぶもよし。愁いをはらい除くほうき
0
0
0と称するもよし。
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（この酒に比べれば）葡萄酒の色のみにくさといったら、まるで色黒で不器量な
??母ぼさながらじゃないか。
どうか海のように大きな杯になみなみと酌んで、天を談ずる私のこの大きな口にそそいではくれまいか。
一八三八（施三一―二六）
路
曹
?
引
路ろ都と曹そう
を送
おく
る 　
?なら
びに引
いん
乖崖公在蜀、有
?
事參軍老病廢事、公責之曰、胡不歸、
日、參軍求去、且以詩留別、其略曰、秋
光
似宦
?
薄、山色不如歸
濃、公驚謝之曰、吾
矣、同僚有詩人、而我不知、因留而慰薦之、予
幼時聞
老言、恨不問其姓名、今
曹路公以小疾求致仕、予誦此詩留之、不可、乃
?
人
、作詩
之、
?
邀趙德麟陳履常同賦一
、
乖かい
崖がい
公こう　
蜀しよく
に在
ありしとき、録
ろく
事じ参さん
軍ぐん
の老
おい病
やんで事
こと
を廃
はい
する有
あり。公
こう　
之これ
を責
せめて曰
いわ
く、 「胡
なん
ぞ帰
かえ
らざる」と。明
めい
日じつ
、参
さん
軍ぐん
去さらんことを求
もと
め、且
かつ詩
しを以
もつ
て留
りゆう
別べつ
す。其
その略
りやく
に曰
いわ
く、 「秋
しゆう
光こう
は都
すべ
て宦
かん
情じよう
の薄
うす
きに似
にたり、 山
さん
色しよく
は帰
き意いの濃
こま
やかなるに如
しかず」 と。公
こう
驚おどろ
きて之
これ
に謝
しや
して曰
いわ
く、 「吾
われ過
あやま
てり。
同どう
僚りよう
に詩
し人じん
有あり、而
しか
して我
われ知
しらず」と。因
よりて留
とど
めて之
これ
を慰
い薦せん
す。予
よ　
幼よう
時じに父
ふ老ろう
の言
げん
を聞
きき、
其その姓
せい
名めい
を問
とわざるを恨
うら
む。今
いま
、都
と曹そう
路ろ公こう　
小しよう
疾しつ
を以
もつ
て致
ち仕しを求
もと
む。予
よ　
此この詩
しを誦
しよう
して之
これ
を留
とど
む
るも、可
きかず。乃
すなわ
ち前
ぜん
人じん
の意
いを采
とり、詩
しを作
つく
りて之
これ
を送
おく
り、
?なら
びに趙
ちよう
徳とく
麟りん
・陳
ちん
履り常じよう
を邀
むか
えて同
とも
に一
いつ
ぺん
を賦
ふせしむ。
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元祐六年（一〇九一） 、五十六歳の作。○路都曹 　
伝不詳。陳師道に「路
ろ糾きゆう
の丹陽に帰老するを送る」詩（ 『後山逸詩箋』巻上）があり、そこに「妙語 　
幽
光を発し、東坡 　
為に欷歔す」の二句が見える。この詩の引には趙徳麟（令畤）と陳履常（師道）が唱和に加わった
ことが述べられているから、路都曹は陳師道の詩にいう路糾をさすと考えられる。丹陽は、江蘇省の地名。都曹は、録事参軍の別称。以下の注を参照。○乖崖公 　
張詠（九四六―一〇一五）のこと。字は復之、 乖崖はその号。濮州（山
東省）の人。宋初の名臣。二度にわたって益州（四川省）知府をつとめ、真宗に「
?
の蜀に在るを得れば、朕に西顧
の憂い無し」 言わしめた。官は礼部尚書に至った。 『宋史』巻二九三に伝がある。○録事参軍 　
官名。諸州の雑務
を掌り、官吏の違反をただす（ 『宋史』職官志七 諸曹官） 。録事を録曹 作るテキストがあるが、宋代の官制に録曹参軍という官職が見えず、洪邁『容斎三筆 巻五「過称官品」には「 参軍は都曹と称す」とあ ことから 録事とすべきであろう。○慰薦 　
なぐさめいたわる。 『漢書』匈奴伝下に、 「既に服するの後、 慰薦撫
ぶ循じゆん
す」とある。なお、
張詠のこの逸話は 沈括『 （夢渓）続筆談』に蘇洵が語った話として見え、そこでは録事参軍が公庭での知府への拝謁を拒んだ とが致仕の原因となったとするなど、細部 やや異なる。○前人 　
張詠をさす。○趙徳麟・陳履常 　
趙
令畤（徳麟はその字
あざな
）と陳師道（履常はその字）のこと。ともに『蘇軾詩注解（十二） 』に収める作品番号一七八五
の詩の詩題の注を参照。
　
乖崖公が蜀におられたとき、 老いて病気がちで仕事ができない録事参軍がいた。公 「辞めて どうか」と、
その者を責めたのであった。翌日、参軍は辞職を求めるとともに、詩を書きおいて別れを告げた。そのなかの二句は、 「秋の光はいずこも私の官職への思いの淡泊さに似ており、山の色は帰郷を願う私の気持ちの濃密さにはおよばない」というものであった。公は驚いて参軍に謝って言った、 「私が間違っていた。同僚に詩人がいるというのに それを知らなかったとは」と。そこで参軍を任 留めていたわったのである。いま、都曹の路公が病 よって私に致仕 求めた。私はそ 詩を口ずさんで路公を留めようとした だが、公は聞きいれな
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かった。そこで先人の意を汲み、詩を作って公を送り、また趙徳麟と陳履常をも交えて、詩を一
ずつ賦して
もらうことにした。
1　
積
困桃李
 
積せき
雪せつ　
桃とう
李りを困
くる
しむ
2　
春心誰爲容
 
春しゆん
心しん　
誰たれ
か容
かたち
づくるを為
なさん
3　
淮光釀山色
 
淮わい
光こう　
山さん
色しよく
を醸
かも
し
4　
先作歸
濃
 
先まず帰
き意いの濃
こま
やかなるを作
なす
5　
我亦
?
游
 
我われ
も亦
また
?けん
游ゆう
の者
もの
6　
君恩
?
疎慵
 
君くん
恩おん　
疎そ慵よう
を
?つな
ぐ
7　
欲留耿介士
 
耿こう
介かい
の士
しを留
とど
めて
8　　
我
?
遲蹤
 
我わが衰
すい
遅ちの蹤
あと
に伴
ともな
わしめんと欲
ほつ
す
9　
?
課升斗積
 
吏り課か　
升しよう
斗とを積
つむ
10　
崎嶇等
舂
 
崎き嶇くとして鉛
えん
舂しよう
に等
ひと
し
11　
?
將露電身
 
なん
ぞ露
ろ電でん
の身
みを将
もつ
て
12　
坐待收千鍾
 
坐いながら千
せん
鍾しよう
を収
おさ
むるを待
またんや
13　
結髮
百戰
 
髪かみ
を結
むす
びてより空
むな
しく百
ひやく
戦せん
14　
市人看先封
 
市し人じん
も先
さき
んじて封
ほう
ぜらるるを看
みる
15　
誰能
?
白首
 
誰たれ
か能
よく白
はく
首しゆ
を
?かいて
16　
抱關
夕烽
 
関かん
を抱
いだ
いて夕
せき
烽ほう
を望
のぞ
まん
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17　
子
諒已成
 
子しが意
い　
諒まこと
に已
すで
に成
なる
18　
我言
?
復從
 
我わが言
げん　
寧いず
くんぞ復
また従
したが
わん
19　
恨非乖崖老
 
恨うら
むらくは乖
かい
崖がい
老ろう
の
20　
一洗芥蔕胸
 
芥かい
蔕たい
の胸
むね
を一
いつ
洗せん
するに非
あら
ざることを
21　
我田荊溪上
 
我わが田
でん
は荊
けい
渓けい
の上
ほとり
22　
伏臘亦
?
供
 
伏ふく
臘ろう　
亦また
?ほぼ供
きよう
せん
23　
懷哉江南路
 
懐おも
う哉
かな　
江こう
南なん
の路
みち
24　
會作林下逢
 
会かなら
ず林
りん
下かに逢
あうを作
なさんことを
1 
2○積雪・春心二句 　
『詩経』 衛風 「伯
はく
兮けい
」 に 「豈に膏
こう
沐もく
無からんや、 誰をか適
てき
として容
よう
を為
なさん」 とある。一韓智
は、
「是（レ）ハ、 路都曹ガ官微
びニシテ振ルハザルニタトヘテ云（フ）ゾ」 （ 『四河入海』巻二二の二）と記す。
3 
4○淮光・
先作二句 　
引いん
に引く録事参軍の詩の一句、 「山色は帰意の濃やかなるに如かず」をふまえる。淮光は潁州を流れる淮
水の光。一韓智
は、 「淮水ノ光ノ山色ヲ醸シテ緑ナルハドコニアルゾト云ヘバ、 路君ガ帰意濃 （ヤカ） ナル処ニ在 （ル）
ゾ」 と記す。
5○
?
游 　
旅に疲れること。 また、 ふるさとを離れた官吏としての生活に疲れること。 「又た
てい
戸こ曹そう
を送る」
詩の注（ 『蘇東坡詩集』第四冊六一八頁）を参照。
6○疎慵 　
怠け者であること。 「次韻して邦直・子由に答う 　
五首」
その一 二六一
7 
8○欲留・伴我二句 　
耿介は、かたく節義を守ること。 「八
月十七日、 天竺山より桂花を送る。分かちて元素に贈る」詩の注（ 『蘇東坡詩集』第三冊三五三頁）を参照。衰遅は、老いさらばえること。また、晩年。
谷「中年」詩（ 『全唐詩』巻六七六）に、 「衰遅 　
自ら喜ぶ 　
詩学に添うを、更
に前題を把
とりて数聯を改む」とある。二句について一韓智
は、 「坡（ガ）言（フココロ）ハ、路君ヲ留（メ）テ我
ガ衰遅（ノ）蹤ニ伴ハシメテ我ヲタスケサセ申サントスレドモ、イヤト云（ヒ）テ致仕セント云（フ）ハ道理ゾ。路
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君ハ耿介 （ノ） 士ナル程ニ、 何カ我ガ蹤ニハ随 （フ） ベキゾ」 と記す。
9○吏課 　
官吏の成績により評価を定めること。
役人の勤務評定。欧陽修「吉州の学の記」 （ 『欧陽文忠公文集』巻三九）に、 「是
ここ
に於て、 詔書
?しば
しば下り、 農桑を勧め、
吏課を責めて、賢才を挙ぐ」とある。○升斗 　
わずかな量のこと。 『漢書』梅福伝に「言の采取す可き者をば、秩
ちつ
す
るに升斗の禄を以てし、 賜うに一束の帛を以てせよ」 とある。
10○崎嶇 　
山道の険しいさま。ひいて、 事の困難なさま。
「南
なん
井せい
口こう
に泊して、任
じん
遵じゆん
聖せい
長官と期するに……」詩の注（ 『蘇東坡詩集』第一冊三七頁）を参照。○鉛舂 　
鉛の杵を
用いてう
0す
0でつくこと。きわめて困難なことのたとえ。 『漢書』江
こう
都と王（劉）建伝に、 「或いは鉗
けん
こん
して鉛
えん
杵しよ
を以て舂
うすづ
かしめ、程に中
あた
らずんば、輒
すなわ
ち掠
むちう
つ」 （程は、所定の量）とある。
11○露電 　
朝露と稲妻。朝露はすぐに乾き、稲妻
が光るのは一瞬であることから、はかないものをたとえる。 『蘇軾詩注解（十三 』に収める「六観堂老人の草書」詩の注を参照。
12○千鍾 　
多くの俸禄（一鍾は約四九・七リットル） 。 『史記』魏世家に、 「魏成子は食禄千鍾を以て、什
の九は外に在り、 什の一は内に在り」とある。
13 
14○結髪・市人二句 　
結髪は、 髪を結って成人になること。元服。 『史
記』李将軍列伝に、 「広 　
髪を結びてより匈奴と大小七十余戦す」とある。また、同じく李将軍列伝に、 「漢の匈奴を
撃ちてより、広 　
未だ嘗て其の中に在らずんばあらず。而
しか
も諸部の校尉以下、才能は中人に及ばず。然れども胡を撃
ちし軍功を以て侯を取る者数十人、 而して広は人に後
おく
れたりと為さず。然れども尺寸の功の以て封邑を得し者無きは、
何ぞや」とある。市人は、街中の一般人のこと。町 。
15 
16○誰能・抱関二句 　
?
白首は、しらがあたまをかく。思
案にくれるときの動作。杜甫「李白を夢む 　
二首」その二（ 『杜詩詳注』巻七）に、 「門を出でて白首を
?
く、平生の
志に負
そむ
くが若
ごと
し」とある。抱関は、門番をつとめること。出世しない意がある。 「秀州に至りて、銭端公安道に贈り
……」詩の注（ 『蘇東坡詩集』第二冊四四六頁）を参照。○夕烽 　
辺境の無事を知らせるため、夕方に上げられるの
0
ろし
0
0。平安火。杜甫「夕烽」詩（ 『杜詩詳注』巻八）に、 「夕烽 　
来たること近からず、毎日 　
平安を報ず」とある。
二句は前の二句を承けて、老いるまで戦功も立てられないまま門番などつ めては られないことをいう。
19 
20○恨
非・一洗二句 　
乖崖老は、張詠のこと。詩題の注を参照。芥蔕は、小さいとげ
0
0。また、わずかな障りがあること。司
馬相如「子虚の賦」 （ 『文選』巻七）に、 「雲
うん
夢ぼう
の如き者、八九を呑むも、其の胸中に於て、曾て蔕芥せず」とある。 『蘇
蘇軾詩注解（十九）
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軾詩注解（十二） 』に収める「復た放魚の韻に次して、趙承議・陳教授に答う」詩の注を参照。
21○我田一句 　
荊渓
は江蘇省を流れる川。蘇軾がその近くに田畑を有していたことについては、 「滕
とう
達たつ
道どう
が挽詞 　
二首」その二（ 『合注』
巻三五）にも「公は方
まさ
に賈（誼）が
?ふく
に占い、我は正に
?
（遂）が牛を買う、共に江湖の楽しみ有りて、倶に
?けん
畝ぼの
憂いを懐く、荊渓 　
帰老せんと欲し、浮
ふぎ
玉よく　
偶たま同
とも
に遊ぶ」 （浮玉は潤州の金山のこと）と言及される。
22○伏臘
一句 　
伏臘は、 夏の伏日（三伏）と冬の臘日。夏と冬の祭りの日。 『漢書』楊
よう
惲うん
伝に「田
でん
家か作苦するとき、 歳時伏臘に、
羊を烹
に　
羔こひつじ
を
?やきて、斗酒もて自ら労
ねぎら
う」とある。一句は、夏冬の祭日に蘇軾が路糾を迎えて飲食を供することをい
う。
23 
24○懐哉・会作二句 　
『詩経』王風「揚之水」に、 「懐う哉
かな　
懐う哉、曷
いず
れの月か予
われ還帰せん哉
や」とある。江
南の路は、
21句にいう荊渓のほとりの田地があるところ。林下は、官を辞して隠棲する地。 「広愛寺に過
よぎ
りて、三学
の演師に見
まみ
え…… 　
三首」その二の注（ 『蘇東坡詩集』第二冊五八二頁）を参照。
　
降り積もった雪が桃李の木々を苦しめているときには、春を思う気持ちがあっ も春のよそおいにはあらわ
せないものです。淮水の光が山々の緑を人知れず育んでいるあいだに、あなたの帰心の色が先に濃くなってしまいました。
　
私とて役人の旅暮らしに倦むもののひとりですが、ただ君恩に報いきれずに怠惰な身 ここにつなぎとめて
いるだけなのです。そんな私が節義の士を引き留めて、老いさらばえた自分につきあわせようとしても、しょせん無理な話というものでしょう。
　
役人の考課は小さなことの積み重ねで、その苦しさは鉛の杵で臼づく苦行のようなようなものです。一瞬の
うちに過ぎ去る人生で、千鍾の禄が手に入るのをじっと待ってはいら ませ ね。元服してから百戦をただ戦うばかりで、町人ふぜいが自分より先に封ぜられる を見ることさえあります。老いてなお白髪あたまを掻きながら、門番勤めで夕刻の無事 烽火を見守ってなどいられましょうか。
南山読蘇会
一三
144
　
あなたの心はもはや固まっておられるのですから、私のことばに従うことなどありません。残念なのはかの
乖かい
崖がい
老ろう
とは違って、去りゆく人の心の障りをきれいに洗い流せなかったことです。
　
私の田畑は荊溪 ほとりにあり、夏冬の祭りには酒食も何とか準備いたします。思いは早
はや江南に馳せてや
まず、その地の林の下できっとお逢いいたしましょう。 
（担当 　
西岡 　
淳）
一八三九（施三一―二七）次
陳履常
中
陳ちん
履り常じよう
が雪
せつ
中ちゆう
に次
じ韻いん
す
1　
可憐擾擾
中人
 
憐あわ
れむ可
べし 　
擾じよう
擾じよう
たる雪
せつ
中ちゆう
の人
ひと
2　
???
同寓一塵
 
飢き飽ほう　
終つい
に同
おな
じく 　
一いち
塵じん
を寓
ぐう
す
3　
老檜作
?
項
 
老ろう
檜かい　
花はな
を作
なして真
まこと
に強
きよう
項こう
4　
凍鳶儲肉巧謀身
 
凍とう
鳶えん　
肉にく
を儲
たくわ
えて巧
たく
みに身
みを謀
はか
る
5　
忍
?
吟詠君堪笑
 
寒かん
を忍
しの
んで吟
ぎん
詠えい
す 　
君きみ　
笑わら
うに堪
たえたり
6　
得暖讙呼我未貧
 
暖だん
を得
えて讙
かん
呼こす 　
我われ未
いま
だ貧
まず
しからず
7　
坐聽屐聲知有路
 
坐ざして屐
げき
声せい
を聴
ききて路
みち
有あるを知
しる
8　
擁裘來看玉
?
春
 
裘かわごろも
を擁
よう
して来
きたって玉
ぎよく
梅ばい
の春
はる
を看
みよ
元祐六年（一〇九一） 、五十六歳の作。
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○陳履常 　
陳師道のこと。字を無己といい、また履常ともいった。 『蘇軾詩注解（十二） 』に収める作品番号一七八五
の詩題の注を参照。陳師道の原韻詩「連日大いに雪ふり、疾の作
おこるを以て出でず。蘇公 　
趙徳麟と同
とも
に女郎台に登
ると聞く」は、 『後山集』巻七にみえる。元祐六年の冬に潁州（汝陰）で雪が降り続いて住民が困窮した時に、蘇軾が官庫を開いて糧食を放出し、これを救済した。蘇軾はこのことを慶賀した陳師道の詩に次韻して答えた。ことの経緯は趙令畤『侯
?
録』巻四にみえる。
1 
2○擾擾・飢飽二句 　
擾擾は入り乱れているさま。白居易 「偶たま作る 　
二首」 その一 （ 『白居易集箋校』 巻二二） に、
「擾擾たり 　
生を貪る人、幾
い何かにしてか夭
よう
閼あつ
せざる」とある。蘇軾は「荊州 　
十首」その四（ 『蘇東坡詩集』第一冊
一六三頁）でも、 「百年 　
豪傑尽き、擾擾として魚蝦を見るのみ」と詠じている。その注も参照。ここでは雪の中に
人が入り乱れているさまをいう。○寓一塵 　
塵（土ぼこり）のように微小なもの、取るに足りないものとして存在し
ていること。韓
「雑詩」 （ 『韓昌黎集』巻五）に、 「下に禹の九州を視れば、一塵の毫端に集まるがごとし」とある。
蘇軾は「王晉
?
が花栽を恵みて寓する所の張退傅が第中に栽えしむるに次韻す」詩（ 『蘇軾詩注解（二） 』に収める作
品番号一六〇五の詩）でも、 「坐来 　
念念 　
前人を失い、共に空中に向かいて一塵を寓す」と詠じている。その注も
参照。二句は、大雪 災厄を受けた者は気 毒だが、腹が減ろうが満ちようが、結局、人 微小な存在でしかないことをいう
3○老檜一句 　
潁州には檜の老木が多くみられた。檜は松柏の類。蘇軾は「趙景
?
が檜を栽うるに和す」
詩（ 『蘇軾詩注解（十五） 』に収める作品番号一八一二の詩）に、 「汝陰 老檜多し、 処処 　
蒼雲を屯
あつ
む」と詠じている。
その注も参照。○作花 　
枝に降り積もった雪が花のように見えること。王注に引く趙次公注に、 「潁州は檜多くして
花白し。檜を指して言を為す
「
檜老いたり。而れども雪を假りて以て花と為すは、猶お人の強項にして其の老いに
伏さざるがごときなり
」
と」とある。○強項 　
頑強で容易に屈しないこと。洛陽の令であった董宣が、光武帝の妹で
ある湖陽公主 奴僕が人を殺したのでこれを捕えて殺したところ、光武帝から湖陽公主に謝罪するように命ぜられたが従わなかった。 『後漢書』董宣伝に に続け 、 「強いて之 頓
ぬかず
かしめんとするや、宣は両手もて地に拠り、終
に俯
うつむ
くことを肯ぜず。 （中略）因って勅すらく、
「
強項の令出でよ
」と」とある。
4○謀身 　
自身の利益をはかること。
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杜甫「独酌 　
詩を成す」詩（ 『杜詩詳注』巻五）に、 「兵戈 　
猶お眼に在り、儒術 　
豈に身を謀らんや」とある。
6○
讙呼 　
歓声をあげること。蘇軾は「王鞏・顔復が同
とも
に舟を泛かぶるに次韻す」詩（ 『合注』巻一七）に、 「
?しよう
?ちよう　
身
軽くして山上に走り、讙呼 　
船重くして酔中に帰る」と詠じている。
8○擁裘 　
原韻詩の詩題に「病の作こるを以て
出でず」とあるように、 病中にある陳履常に対する蘇軾の気遣いが認められる。白居易「食に飽きて閑坐す」詩（ 『白居易集箋校』巻三〇）に、 「箕踞して裘を擁して坐し、半身 　
日にち
暘よう
に在り」とある。
　
雪のなかで慌てふためいている人びとは気の毒ではあるが、腹が満ちようが空腹であろうが結局のところ人
は土ぼこりのように微小な存在でしかありません。年を経た檜は雪の花を咲かせて昂然としていますし、寒さのなか鳶
とび
は肉を蓄えてしたたかに切り抜けています。
　
寒さをこらえて詩を吟じる君は本当に面白い人だし、暖 得て歓ぶわたしはまだ窮してはいません。履物の
音が聞こえて来て降り積もる雪のなかに道ができていることを知りました。君には温かなかわごろもを身につけて見事な梅の花を見に来て らいたいものです。 
（担当 　
中 　
裕史）
一八四〇（施三一―二八）二鮮于君以詩文見寄作詩爲謝
二に鮮せん
于う君くん　
詩し文ぶん
を以
もつ
て寄
よせらる。詩
しを作
つく
りて謝
しや
を為
なす
1　
我懷元
?
初
 
我われ元
げん
祐ゆう
の初
はじ
めを懐
おも
うに
2　
圭
滿淸班
 
圭けい
しょう　
清せい
班はん
に満
みてり
3　
維時南
?
老
 
維これ時
とき　
南なんりゆう
隆の老
ろう
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4　
奉
獨未
?
 
使つかい
を奉
ほう
じて独
ひと
り未
いま
だ還
かえ
らず
5　
迂叟向我言
 
迂う叟そう　
我われ
に向
むかいて言
いう
6　
靑齊
方艱
 
青せい
・斉
せい　
歳とし　
方まさ
に艱
かん
なり
7　
斯人乃德星
 
斯この人
ひと　
乃すなわ
ち徳
とく
星せい
8　
出
?
危間
＊
 
遣つか
わして虚
きよ
・危
きの間
かん
に出
いでしむ、と
9　
召用
??
矣
 
召めし用
もち
いらるること既
すで
に晩
おそ
し
10　
天命良復慳
 
天てん
命めい　
良まこと
に復
また慳
けん
なり
11　
一
失老驥
 
一いつ
朝ちよう　
老ろう
驥きを失
うしな
い
12　
寂寞
閑
 
寂せき
寞ばく
として帝
てい
閑かん
を空
むな
しくす
13　
至今淸夜
 
今いま
に至
いた
るも 　
清せい
夜やの夢
ゆめ
14　
枕衾有餘潸
 
枕ちん
衾きん　
余よ潸さん
有あり
15　
喜聞二三子
 
喜よろこ
び聞
きく 　
二に三さん
子しの
16　
結
?
師
?
 
髪かみ
を結
ゆいて
びん
・顔
がん
を師
しとし
17　
高論
?
河
 
高こう
論ろん
は河
か漢かん
に逼
せま
り
18　
淸詩鳴珮環
 
清せい
詩しは珮
はい
環かん
を鳴
ならすを
19　
遙知三日
 
遥はる
かに知
しる 　
三みつ
日かの雪
ゆき
の
20　
積玉埋嵩山
 
玉ぎよく
を積
つみて嵩
すう
山ざん
を埋
うず
めんことを
21　
誰念此幽桂
 
誰たれ
か念
おも
わん 　
此この幽
ゆう
桂けい
の
22　
坐蒙榛與菅
 
坐いながら榛
しん
と菅
かん
とに蒙
おお
われんとは
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23　
故人在潁尾
 
故こ人じん
は潁
えい
尾びに在
あり
24　
投詩淸
?
灣
 
詩しを清
せい
?れい
なる湾
わん
に投
とう
ぜよ
〔原注〕司馬
?
公謂軾曰、子駿
?
星也、京東人困甚、且令彼往（司
し馬ば温おん
公こう　
軾しよく
に謂
いいて曰
いわ
く、 「子
し駿しゆん
は福
ふく
星せい
なり。京
けい
東とう
の人
ひと
困くる
しむこと甚
はなは
だし、且
しばら
く彼
かれ
をして往
ゆかしむ」と）
元祐六年（一〇九一） 、五十六歳の作。○二鮮于君 　
鮮せん
于う
?しん
（字は子駿）のふたりの息 。元祐二年に齢六十九にして亡くなった鮮于
?
は、蘇軾への友誼が
ことに篤かった。鮮于
?
については『東都事略』巻九二、 『宋史』巻三四四に伝がある。 『蘇東坡詩集』第二冊四六四
頁、第四冊六六二頁参照。秦観「鮮于子駿が行状」 （ 『淮海集』巻三六）によれば、鮮于
?
には復・頡・群・綽・
?
の
五人の息子があった。その中のどの二人を指すかは未詳。
1○元祐初 　
王安石を中心とする新法党から政柄をとりもどした旧法党が、十歳で即位した哲宗のもと、新法党の敷
いてきた諸政策を廃止していった時期である。
2○圭
　
品徳のある人物をいう。 『詩経』大雅「巻阿」に「
?ぎようぎよう
?
た
り
?ごう
?ごう
たり、圭の如く
の如し、令聞令望、豈
がい
弟てい
たる君子は、四方 　
綱と為す」とある。○清班 　
皇帝の側近。白居
易「初めて拾遺を授けられて書を献ず」 『白居易集箋校』巻五八）に、 「未だ微効伸びざるに、又た清班に擢
ぬかる」
とある。
3 
4○維時・南隆二句 　
時は、 「これ」とも訓じる。 「この」の意。南隆は、
?
州の旧名であり、南隆老とは、
?
州（四川省）出身の鮮于
?
をさす。 『続資治通鑑長編』元豊八年十一月丁酉（七日）の条に、 「朝議大夫の鮮于
?
を
京東転運使と為す」とあり、鮮于
?
が元祐初めなお京東転運使の任にあって朝廷には戻っていなかったことをいう。
5○
?
叟 　
司馬光、字は君実（一〇一九―八六）のこと。 『宋史』に伝がある。
?
叟とは、白居易「
?
叟」詩（ 『白居
易集箋校』巻三三）に 時 　
目して
?
叟と為
なされ、近日 　
呼びて隠人と作
なさる」とあり、老いて政務から離れ閑居
する者をいうが、 司馬光 独楽園の記」 （ 『温国文正司馬公文集』巻六六）に「
?
叟 　
平日 　
多く堂中に処
おりて読書し、
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上は聖人を師とし、下は群賢を友とす」と、自らを称したことによって、以後司馬光を指して用いられる。
6○青斉 　
青州と斉州はいまの山東省の地にあった。鮮于
?
が京東転運使として派遣された地にあたる。
7○徳星 　
徳星は、 『史
記』天官書に「天精
あき
らかにして景星見
あら
わる。景星は徳星なり。其の状は常無くして、常に有道の国に出づ」とあり、
政治の整ったところに現れる星をいう。さらに白居易「旅に華州に次
やど
りて袁右丞に贈る」詩（ 『白居易集箋校』巻五）
に「徳星 　
人福を降し、時雨 　
歳功を助く」とあるように、徳星は人に幸福をもたらす。ここでは原注にみえる司馬
光の言において「福星」が鮮于
?
を指すことを踏まえている。
8○虚危間 　
虚・危は、二十八宿のなかの星座名。虚
宿は、北方玄武七宿のなかの第四宿、危宿は、その第五宿であり、 『漢書』地理志下 「斉の地は虚・危の分
?
（野）
なり」とあるように、虚危間 山東省一帯を指す。
9 
10○召用・天命二句 　
元祐元年に京東転運使として山東にあっ
た鮮于
?
は、 『宋史』巻三四四によると、その後「召されて太常少
?
と為る……左諌議大夫を拝す」とあ 。翌年の
元祐二年に没した鮮于
?
にとっては、都へのこの召喚は遅すぎたといわれる。天慳については、蘇軾「雪を霧豬泉に
祈りて……」詩（ 『合注』巻一七）に「願わくは 　
君 　
豪句を発して、嘲詼して天慳を破れ」とあるが、ここでは鮮
于
?
の死を天の狭量として嘆じている。
11○老驥 　
老いてなお矍鑠たる駿馬。ここでは旧法党の重鎮であった鮮于
?
を指していう。魏の武帝曹操 楽府に「老驥は櫪に伏するも、志は千里に在り、烈士暮年 壮心已まず」 （ 『晉書』王敦伝に引く）とある。
12○帝閑 　
天子の
?
舎。閑は
?
舎の柵、転じて
?
舎をいう。 「韓幹が牧馬の図に書す」詩の注
（ 『蘇東坡詩集』第四冊二一三頁）を参照。
13○清夜夢 　
清らかな夜の夢。蘇軾「劉長安が薛周の逸老亭に題するに
和す……」詩に「今に至るまで 　
清夜の夢、尚お冠
かん
の頭
こうべ
を圧
あつ
するかと驚く」とある。その注（ 『蘇東坡詩集』第一冊
二五八頁） を参照。
15○二三子 　
詩題にいう鮮于
?
の子の二人を指す。
16○結髪 　
元来元服して髪を結うことをいう。
ここでは、 その年頃を指す。蘇軾「張庖民が挽詞」 （ 『合注』巻二四） 「甘心 　
山水に向かい、 結髪 　
文章を事とす」
とある。○
顔 　
損（字は子
?
）と顔回（字は子淵）は、 『論語』先進
に孔子の弟子のなかでもとりわけ「徳行」
に優れた人物として挙げられ、
損についてはさらに「子曰く 孝なるかな 　
子
?
」とある。
17○高論一句 　
高論
はすぐれた議論。 「二公再び和し、亦た再び之に答う」詩の注（ 『蘇東坡詩集』第四冊四四七頁）を参照。 『荘子』逍
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遙遊
に「吾れ其の言を驚き怖る。猶お河漢にして極まり無きがごとし」として、言葉の極まりなさを河漢のさまに
例えている。ここではそれを踏まえて高邁な議論は天の川にもせまるという。
18○清詩一句 　
美しい詩が腰のかざり
玉を鳴らすようであること。欧陽修「浄照大師が説に酬ゆ」詩（ 『欧陽文忠公文集』巻五七）に「意淡くして松鶴に宜よろ
しく、詩清くして珮環を叩く」とある。
20○嵩山 　
嵩を別体の崧に作るテキストもある。秦観「鮮于子駿が行状」
（ 『淮海集』巻三六）によれば、鮮于
?
の墓は潁昌府陽
?
県（河南省）にあり、嵩山はその県境にある。
21○幽桂 　
劉
安「招隠士」 （ 『文選』巻三三）に「桂樹叢生す 　
山の幽
ふかみ
」とみえ、隠士の存在を暗示している。ここでは蘇軾に詩文
を贈ってきた鮮于
?
の二人の息子をさす。
22○榛与菅 　
雑木・雑草をいう。韓
「雪の後、崔二十六丞公に寄す」詩
（ 『韓昌黎集』巻七）に「多きを称
はか
り少なきを量
はか
りて鑑裁密なり、豈に念
おも
わんや 　
幽桂の榛菅に遺
すてらるることを」と
ある。 　
23○潁尾 　
潁水のほとり。 　
蘇軾「欧陽推官が華州の監酒に赴くを送る」詩（ 『蘇軾詩注解（十四） 』 、作品
番号一八〇七）に 心を傷ましむ 　
清潁の尾
ほとり
、已に白
?
の沒するに伴う る。
24○投詩一句 　
清
?
は、俗世を
離れた清らかさ いう。 『荘子』譲王
に「自ら清
?
の淵に投ぜり」とある。投詩について、杜甫「天末にて李白を
懐う」詩（ 『杜詩詳注』巻七）に「応
まさ
に冤魂と共に語るべし、詩を投じて汨羅に贈る」とある。ここでは鮮于
?
の二
人の息子に清らかな潁水のほとりにいる蘇軾に詩を贈るようにと述べている。○〔原注〕温公は、温国公を贈られた司馬光をさす。京東は、山東省の地をさす。福星は
7句の注を参照。秦観「鮮于子駿が行状」 （ 『淮海集』巻三六）に
も「温公曰く
「
子駿 　
当まさ
に外に使すべからざらんや、顧みるに東土に使を承りし者が聚斂の後、民 　
聊生せず、子駿
を煩わして往きて之を救わしめん
」
と。比
このごろ　
公行きて、又た親しき所に謂いて曰く、
「
福星往けり。安くんぞ百の子
駿の布きて天下に在らしむるを得んや
」
と。 」と司馬光が鮮于
?
の手腕を高く評価して京東転運使として派遣したこ
とが記されている。
　
わたしがあ 元祐初年を思い出しますに 品徳 ある方々が天子のお傍にお集まりのなか、折しも南隆の老
公（鮮于
?
どの）だけが、天子の使者となって地方に出たまままだ都にお帰りではありませんでした。
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?
叟（司馬光どの）がわたくしに、 「山東の地が艱難にみまわれたいま、 この人こそが福をもたらす星ゆえに、
その分野の空に出現させたのだ」とおっしゃいました。都に呼び戻されるのがあまりに晩かったうえに、天のはからいもなんとも物惜しみがちなのです。　
ひとたび矍鑠たる老馬を失ってからは、天子の廏舎も寂しいかぎりで、いまもそのお姿を清らかな夜の夢に
見ますと、涙のあとが夜具に残ります。
　
喜ばしきは、そのご子息たちが、若きときより
損や顔回を範として学び、その高邁な議論は銀河にとどく
ようで、優れた詩作は玉の飾りが鳴るようで　
はるかに想うに、きっと三日間降り続いた雪が、玉
ぎよく
のごとく嵩山に降り積もっておりましょう。この深山に
隠れた桂のようなおふ りが、むざむざ 雑木・雑草のたぐいに覆われてし うことがありましょうや。親しい知人がこの潁水の下流にお ますゆえ、これからもこの清らかな流れに詩を託してください。 
（担当 　
中 　
純子）
一八四一～一八四三（施三一―二九～三一）次
趙
麟
中惜
?
且餉柑酒三首
趙ちよう
徳とく
麟りん
が雪
せつ
中ちゆう
に梅
うめ
を惜
おしみ、且
かつ柑
かん
酒しゆ
を餉
おく
るに次
じ韻いん
す 　
三さん
首しゆ
一八四一（施三一―二九）その
1　
千
未分出
?
餘
 
千せん
花か　
未いま
だ梅
ばい
余よに出
いづることを分
ぶん
とせず
2　
摧殘計已疎
 
雪ゆき
をして摧
さい
残ざん
せしむるも 　
計けい　
已すで
に疎
おろそ
かなり
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3　
臥聞點滴如秋雨
 
臥がして聞
きく 　
点てん
滴てき　
秋しゆう
雨うの如
ごと
くなるを
4　
知是東風爲
除
 
知しんぬ 　
是これ東
とう
風ふう
の為
ため
に掃
そう
除じよ
するならんことを
元祐七年（一〇九二） 、五十七歳の作。知潁州として潁州にあった。○趙徳麟 　
趙令畤のこと。徳麟は字。 『蘇軾詩注解（十二） 』に収める作品番号一七八五の詩の詩題の注を参照。趙令
畤のもとの詩は伝わらない。
2○摧残 　
くだきそこなうこと。張衡「西京の賦」 （ 『文選』巻二）に、 「梗林 　
之が為に靡
なび
き拉
くだ
かれ、樸叢 　
之が為
に摧
くだ
き残
そこな
わる」 とある。○計已疎 　
はかりごとが疎略であること。杜甫 「鮮于京兆に贈り奉る 　
二十韻」 （ 『杜詩詳注』
巻二）に、 「計 　
疎にして
?
墨を疑い、時過ぎて松
?
を憶う」とある。蘇軾は「劉貢父が西省に竹を種うるに次韻す」
詩（ 『合注』巻二八）でも、 「陰を成して日を障
さえぎ
るは行くゆく当に見るべし、筍を取りて庖に供せんとするも計は已に
疎かなり」と詠じている。
3○点滴 　
雪が融けてしたたっていること。杜牧「大雨行」 （ 『全唐詩』巻五二〇）に、 「三
呉の六月 　
忽ち凄惨、晩後 　
点滴来たって蒼茫」とある。蘇軾は「井を浚
さら
う」詩（ 『合注』巻二一）に、 「腥風 　
泥滓
に被らしめ、空響 　
点滴を聞く」と詠じている。
4○掃除 　
梅に降りかかる雪を一掃すること。杜甫「李十四員外布
に寄す 　
十二韻」 （ 『杜詩詳注』巻一三）に、 「渚柳 　
元と幽僻なり、村花 　
掃そう
除じよ
せず」とある。
　
花のやつばらはまだ梅の後塵を拝するこ をよしとせずに、雪を降らせて梅をいためつけるつもりでしょう
が、その計略は浅はかです。
　
床に臥していると雪が融けてまるで秋雨のように滴り落ちる音が聞こえます。たぶん春風が梅に加勢して雪
を片づけている でしょう。
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一八四二（施三一―三〇）その二
1　
?
苑千葩映玉宸
 
?ろう
苑えん
の千
せん
葩ぱ　
玉ぎよく
宸しん
に映
えい
ず
2　
人間只有此
新
 
人じん
間かん　
只ただ此
この花
はな
の新
あら
たなる有
あり
3　
飛霙
欲先桃李
 
飛ひ霙えい　
桃とう
李りに先
さき
んぜんと欲
ほつ
することを要
よう
す
4　
散作千林火
?
春
 
散さん
じて作
なす 　
千せん
林りん　
火か迫はく
の春
はる
1○
?
苑 　
仙人の住まうところ。蘇軾は「子由が将官梁左蔵仲通を送るに和す」詩（ 『合注』巻一六）に、 「羊を問い
て他日金華に到らん、応に相
あい
将ひき
いて
?
苑に遊ぶことを許すべし」と詠じていて、その施注に『集仙録』を引いて「西
王母は
?
風の苑に居る」という。○玉宸 　
天帝のすまい。白居易「晨霞に和す」詩（ 『白居易集箋校』巻二二）に、 「借
問す 　
晨霞子、如何ぞ玉宸に朝せんこと」とある。
3○飛霙 　
雪のことをいう。蘇軾は「仲珠が雪中に西湖に遊ぶに
次韻す 　
二首」その一（ 『蘇軾詩注解（十一） 』作品番号一七四八）に、 「二三子を懐うこと有りて、筆を落として飛
霙に先んず」と詠じている。その施注に『韓詩外伝』を引いて、 「雪花を霙と曰う」とある。 『蘇軾詩注解（十一） 』作品番号一七四八の注も参照。
4○散作
　
白居易
「春に西林寺に遊ぶ」詩（ 『白居易集箋校』巻七）に、 「散じて万壑
の春と作
なり、凝りて一気の碧
みどり
と為る」とある。○火迫 　
あわただしいこと。 『旧唐書』姚令言伝に、 「 （姚）令言、源
休と功を論じて、令言自ら蕭何に比す 源休曰く、
「
帷幄の謀、秦を成すの業は予の右に出づる者無し。吾れ蕭何に
比して譲る無し。子当に曹参に比すべし
」
と。時に朝士の賊廷に在る者、之を聞 て皆な笑い、源休を謂いて火迫の
?さん
侯と為す」とある。
　
仙界の庭園ではあまたの花ばなが天帝の御殿を彩っていますが、人の世にあっ はこの梅だけが鮮やかな花
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をつけるのです。
　
梅の花が雪のように舞っているのは桃や李もあとに続くだろうと慮ってのことで、林いっぱいに花を散らし
て気ぜわしく春を演出しようとしているのでしょう
一八四三（施三一―三一）その三
1　
??
嬌
不受
?
 
?ちよう
?しよう
たる嬌
きよう
黄こう　
?きを受
うけず
2　
東風暗與色香歸
 
東とう
風ふう　
暗ひそか
に色
しよく
・香
こう
と帰
かえ
る
3　
偶
?
白墮
?
春手
 
偶たま
たま白
はく
墮だが春
はる
を争
あらそ
う手
てに
?あいて
4　
入王孫玉
?
飛
 
王おう
孫そん
の玉
ぎよく
?かに入
いりて飛
とばしむ
1○
??
一句 　
一句は蜜柑を奔放な馬になぞらえていう。
??
は、 馬が行くさま。李白 「古に效う 　
二首」 その一 （ 『李
太白全集』巻二四）に、 「帰りし時 　
落日の晩れ、
??
たり 　
浮雲の
?
」とある。嬌黄は、みかんのこと。王注に引
く趙次公注に、 「嬌黄は柑を言うなり」とある。
?
は、きづな。馬の口につける。 『楚辞』 「離騒」に、 「余れ好んで
脩しゆう
?かすと雖も以て
?き羈きせられ、 　
謇ああ　
朝に
?つげて夕べに替
すてらる」とあり、王逸注に「
?きよう
の口に在るを
?
と曰い、革
の頭に絡むを羈と曰う」とある。
3○白墮 　
酒造りの名人。楊衒之『洛陽伽藍記』巻四「城西」に、 「河東の人劉白
墮は善く酒を醸すこ を能くす」とある。
4○王孫 　
宋の太祖の子である燕懿王の玄孫にあたる趙徳麟をいう。○
?　
大きなさかずき。柱が二本、足が三本で取っ手がある。 『詩経』大雅「行
こう
葦い」に、 「或いは献じ或いは酢
さく
し、爵を洗い
?
を奠
おく」とある。
　
愛らしいみかんがきづなを受けない馬のように軽やかに、春風のなかを人知れず色と香を含んで戻ってきま
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した。　
そのみかんが春の彩りを梅と競う酒を造る名手の白墮と巡り合って、徳麟どのの玉杯に注がれる次第となっ
たのですね。 
（担当 　
中 　
裕史）
一八四四（施三一―三二）和陳傳
中觀燈
　
陳ちん
伝でん
道どう
が「雪
せつ
中ちゆう
の観
かん
灯とう
」に和
わす
1　
新年樂事歎何曾
 
新しん
年ねん　
楽らく
事じ　
何か曾そう
を歎
たん
ず
2　
閉閤燒香一病
?
 
閤こう
を閉
とじて香
こう
を焼
やく 　
一いち
病びよう
僧そう
3　
未忍
?
傾澆別酒
 
未いま
だ忍
しの
びず 　
便すなわ
ち別
わか
れに澆
そそ
ぐ酒
さけ
を傾
かたむ
くるに
4　
且來同看照愁燈
 
且しばら
く来
きたりて 　
同とも
に愁
うれ
いを照
てらす灯
とう
を看
みる
5　
潁魚
?
處新亭
?
 
潁えい
魚ぎよ
躍おど
る処
ところ　
新しん
亭てい
近ちか
く
6　
湖
?
時畫舫升
 
湖こ雪せつ
消きゆる時
とき　
画が舫ほう
升のぼ
る
7　
祗
??
前無此客
 
祗ただ恐
おそ
る 　
?そん
前ぜん
に此
この客
かく
無なからんを
8　
淸詩
?
有士
能
 
清せい
詩し　
還また士
し
りゆう
の能
よくする有
あり
元祐七年（一〇九二） 、五十七歳の作。〇陳伝道 　
陳師仲のこと。伝道はその字
あざな
。陳師道（字は履常）の兄で、彭城（江蘇省徐州）の人。時に
?
庫（倉庫を
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管理する職。
?
は管に同じ）の任にあり、正月に家居していた彭城から潁州にいる弟を訪ねた（施注による） 。陳伝
道の詩は（この詩の原韻詩を含めて）全く伝わっていない（ 『全宋詩』による） 。
1〇楽事 　
楽しいこと。謝霊運 「魏の太子の
?
中の集いに擬する詩 　
八首」 の序 （ 『文選』 巻三〇） に、 「天下の良辰・美景、
賞心・楽事は、四者並び難し」とある。〇歎何曾 　
何曾は「何ぞ曾てあらん」で、何もないこと。楽しいことが何も
ないのを嘆く意。 「広愛寺に過
よぎ
りて、 三学の演師に見
まみ
え……三首」 その二の注 （ 『蘇東坡詩集』 第二冊五八二頁） を参照。
2〇閉閤 　
門を閉じて内にこもること。閤は、 大門のわきのくぐりど。 『漢書』 韓延寿伝に、 「因って入りて伝舎に臥し、
閤を閉じて過ちを思う」とある。
3 
4〇未忍・且来二句 　
澆別酒は、別れの悲しみを散らせる酒。照愁灯は、照らし
て愁い 晴らす灯
とう
ろう
。ここでは元宵の飾り灯
を指す。
5 
6〇潁魚・湖雪二句 　
潁は、潁水のこと。湖は、潁州の西
湖をさす。画舫は、 美しく彩った遊山の船（わが国の屋台船に通う） 。唐・劉希夷「江南曲 　
八首」その二（ 『楽府詩集』
巻二六）に、 「画舫 　
煙中に浅く、 青陽 　
日際に微
かす
かなり」とある。升は、 船を出すこと。
7〇此客 　
素晴らしい客。 『晉
書』謝安伝によれば、征西大将軍桓温 謝安を司馬と て招聘し、謝安が到着すると二人はまる一日歓談した。その後で桓温は左右 、 「頗る嘗て我に此の客 如き有 を見るや不
いな
や」と言った。
8〇清詩一句 　
清詩は、清新な詩。
他人の詩を賞賛していうことが多 。 「文与可が出でて陵州に守たるを送る」詩の注（ 『蘇東坡詩集』第二冊五八頁） 、「再び径山に遊ぶ」詩の注（ 『蘇東坡詩集』第三冊一〇五頁）を参照。士
は、晉・陸雲の字、陸機の弟。二陸はとも
にすぐれた詩人として知られる。ここでは借りて陳伝 弟陳師道をいう。
　
新年なのに楽しい行事は何もな ことを嘆くばかりで、病んだ坊主さながら門 閉ざして寂しく香を焚 て
いる。別れの悲しみを紛らしてくれる酒杯を傾けるのはまだ忍び難いから、とりあえずは愁いをはらしてくれる元宵の灯
を一緒に見物しよう。
　
潁水の魚が新亭の近くで跳ねあがるとき、西湖のあたりの雪が融けて水かさも増し、遊山 船を浮かべるに
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はちょうどよい。そんな佳い時節にあなたが去ってしまえばともに酒杯をたのしめなくなることが残念だが、幸いに陸雲に比すべきご令弟がまだここに残って見事な詩を作ってくれるのだ。 
（担当 　
蔡 　
毅）
一八四五（施三一―三三）?
世堂詩
?
任仲
?
閲えつ
世せい
堂どう
の詩
し、任
じん
仲ちゆう
微びに贈
おく
る
1　
任公
?
西南
 
任じん
公こう　
西せい
南なん
を鎮
ちん
せしとき
2　
嘗
?
繞
策
 
嘗かつ
て繞
じよう
朝ちよう
の策
さく
を贈
おく
る
3　
當時
盡用
 
当その
時かみ　
若もし尽
ことごと
く用
もち
いば
4　
善陣無赫赫
 
陣じん
を善
よくして 　
赫かく
赫かく
たること無
なけん
5　
凄凉十年後
 
凄せい
凉りよう
たり 　
十じゆう
年ねん
の後
のち
6　
正久已白
 
邪じや
正せい　
久ひさ
しくして已
すで
に白
あき
らかなり
7　
却留封
彜
 
却かえ
って封
ほう
徳とく
彜いを留
とど
む
8　
天
眇
測
 
天てん
意い　
眇びよう
として測
はか
り難
がた
し
9　
象賢眞驥種
 
象しよう
賢けん　
真まこと
の驥
き種しゆ
10　
號訴甘百
 
号ごう
訴そして百
ひやく
たく
に甘
あま
んず
11　
豈云報私仇
 
豈あに私
し仇きゆう
を報
むく
いんと云
いわんや
12　
??
指絡
?
 
禍か福ふく　
絡らく
脈みやく
を指
さす
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13　
高才
?
舊
 
高こう
才さい　
旧きゆう
徳とく
を食
はむ
14　
但
?
里門窄
 
但ただ恐
おそ
る 　
里り門もん
の窄
せま
からんことを
15　
傷心千騎歸
 
心こころ
を千
せん
騎きにて帰
かえ
るに傷
いた
ましむ
16　
?
印
壤
?
 
贈ぞう
いん　
黄こう
壌じよう　
隔へだ
たる
17　
惟有
檜
 
惟ただ庭
てい
前ぜん
の檜
かい
のみ有
ありて
18　
?
世不改色
 
世よを閲
へて色
いろ
を改
あらた
めず
19　
千年與井在
 
千せん
年ねん　
井せい
と与
とも
に在
ありて
20　
記此王粲宅
 
此この王
おう
粲さん
が宅
たく
を記
しる
さん
○元祐七年（一〇九二） 、五十七歳の作。○任仲微 　
仲ちゆう
微びは、任
じん
?きゆう
の子任
じん
大たい
防ぼう
の字
あざな
と考えられる。秦観「瀘
ろ
州しゆう
使君任公が墓表」 （ 『淮海集』巻三三）に「公の
子 　
大防」とあり、仲微に当たる人物と推定される。任
?
、字は師
し中ちゆう
（一〇一八―八一） 、眉州眉山（四川省）の人。
蘇軾の同郷の先輩で、その兄任
じん
孜しとともに、父蘇洵と親交があった。蘇軾「任
?
が黄州に通判たるを送り、兼ねて其
の兄孜
しに寄す」詩（ 『蘇東坡詩集』第二冊三三頁）の注を参照。○閲世堂 　
蔡州新
しん
息そく
県（河南省）にあった。任
?
が
蔡州 県令であった時に土地を買い、住まいを定めた。蘇轍「黄州師中庵が記」 （ 『欒城集』巻二四）に「始め新息の令と為り、其の民の之
これ
を愛するを知りて、田を買いて居す」とある。また、蘇轍「蔡州任氏が閲世堂」詩（ 『欒城後
集』巻一）および「任氏が閲世堂の前の大檜」詩（ 『欒城後集』巻三）の詩題に閲世堂
0という呼称が見える。本詩
17 
18句の注を参照。なお、 閲世堂を、 『合注』は閲世亭
0に作るが、 蘇轍の詩題に閲世堂とあるのに拠り、 閲世堂と改めた。
1○任公一句 　
任公は、詩題の注に見える任
?
のこと。西南は、瀘州（四川省）を含む宋の西南辺境地帯、また、そ
こに割拠する西南諸夷を指すこともある。宋朝は西南諸夷との間で緊張した情勢を抱えていた（ 『宋史』蛮夷伝四） 。
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任
?
が知瀘州の任に在った煕寧末から元豊の初めにかけての時期（一〇七九年前後） 、瀘州夷の一つ羅苟夷への対応
をめぐり、討伐を事とする梓州路転運判官程
てい
之し才さい
に対して、任
?
は、討伐しようとすれば、瀘州諸夷の抵抗を
?
って
事態収拾は困難になり、西南辺境の治安が危うくなるとして、事を構えるべきではないことを説いて事態収拾を図った。これを程氏が聞か かったばかりか、任
?
に冤罪を着せて訴えたのに対して、任
?
は、瀘州に関する程氏の不祥
事を十五条にまとめて申し立てたが、両者が争うこと自体が弾劾されるところとなり、まず、異民族との取り引きを疑われた任
?
が知事を免ぜられた（ 『続資治通鑑長編』巻二九六、元豊二年正月己卯の記事） 。それから間もない元豊
四年（一〇八一）に任
?
が遂州（四川省）で没したため、朝廷の審問は迷宮入りしかけたが、任
?
の子である任大防
が朝廷に対して三度、父が着せられた冤状を申し立て、元豊五年（一〇八二） 、程氏は降格と配置換えの処分を受けた（詩題の注に引く秦観「瀘州使君任公が墓表」および『続資治通鑑長編』巻三三一、 元豊五年十一月己卯の記事） 。
1句から
4句までは、こうした、西南辺境の紛争と、それに関わって起きた任
?
の冤罪事件を踏まえている。なお、
任
?
と対立した人物として見える程之才（字は正
せい
輔ほ）も、眉州眉山の人で、蘇軾の母方の従兄に当たり、また、蘇軾
の姉が若くして嫁いだ相手でもあって、蘇家との関わりが深い。この姉が十八歳で早世したのを機に、蘇洵および蘇軾兄弟からする程氏一族への感情は険悪なもの なり、以後、数十年間にわたって程家との往来はほぼ断たれたが、後年、蘇軾が恵州（広東省） 貶さ 時に、広南東路提点刑獄 命ぜられた程之才は、蘇軾を手厚く遇して付き合い（ 『斉東野語』巻一三に引く「老蘇族譜記」 ） 、蘇軾 彼と唱和し 詩が、 『合注』巻三九に十首近く収録され 。
2
○嘗贈一句 　
繞じよう
朝ちよう
は、春秋時代の秦の大夫。晉から秦へ移った士
し会かい
を呼び戻そうと晉が仕組んだ事件に乗じて晉への
帰還を企む士会に、繞朝は策を贈って、 「子
し、秦に人無
なしと謂うこと無かれ。吾が
謀
はかりごと
適たま
たま用いられざるなり」と
言ったという話が、 『春秋左氏伝』文公十三 に見える 杜預の注に「策は、馬
?た（馬につかう鞭）なり。別れに臨
んで之
これ
に馬
?
を授け、並びに己の策
はか
る所を示して、以て情を展
のぶるなり」と説く。李白「宣城の宇
う文ぶん
太守に贈り、兼
ねて崔
さい
侍御 呈す」詩（ 『李太白全集』巻一二）に「敢えて繞朝の策を献じて、郭泰と船を同じくせんと思う」とあ
る。一句は、政策 して取り上げられなかったものの 宋が西南夷との微妙な関係を維持するうえで実は的確だった
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任
?
の計策を、士会の裏切りを見抜いたうえで、繞朝がこれに鞭策を贈った故事に擬えている。
3 
4○当時・善陣二
句 　
善陣は、戦
いくさ
上じよう
手ず。 『春秋穀梁伝』荘公八年に「陣を善くする者は戦わず」とある。赫赫は、盛んなさま。 『詩経』
小雅「出車」に「赫赫たる南
なん
仲ちゆう
、
?けん
?いん　
于ここ
に襄
はら
う」とあり、毛伝に「赫赫は、盛んなる貌」とある。秦観「瀘州使君
任公が墓表」によれば、瀘州の混乱は、武力介入によって西南異民族の反撃を招き、宋側は、対西夏で陝西方面に配備している兵力を大量に投じるも苦戦を免れず、怯惰を極めた副総管韓
かん
存そん
宝ほう
が陣中で誅されるなど惨憺たる戦況で、
結局、西南夷の首領である乞
きつ
弟てい
を取り逃がしたまま、元豊四年に終わった。ほぼ、任
?
が憂えた（
1句の注を参照）
とおりの成り行きであった。二句は、そうした展開を踏まえている。
5 
6○凄凉・邪正二句 　
凄涼は、寒々としたさ
ま。白は、あきらか。明と通じる。 『荀子』天論
?
に「礼義 　
国家に加えざれば、則ち功名白
あき
らかならず」とある。
蘇軾「故
もと
の李
り誠せい
之し待制六丈が挽詞」 （ 『合注』巻二九）に「邪正 　
久しくして乃ち明らかなり、人 　
今 　
公が思いに属
したが
う」とあり、その上句が
6句とよく似る。 『四河入海』巻九の四に引く一韓智
の聞書に「師中已
すで
ニ死（シテ）ヨリ
以来、十年バカリニナルゾ。今
 師中ト正輔トガ邪正ハ明白ニ人ガ知（ツ）テ云（フ）ゾ。……サル程ニ、正輔ガ邪
ト師中ガ正トガ、今十年以後、アラハレテ有（ル）ゾ」とある。
7 
8○天意・却留二句 　
封徳彜は、封
ほう
倫りん
（字は徳彜。
五六八―六二七）のこと。唐の太宗に仁治を勧めた魏徴（五八〇―六四三）と それ 書生の空論だと笑った封徳彜の故事は、 『蘇軾詩注解（十八） 』 収める作品番号一八三四の注を参照。唐の杜牧「魏文貞に題す」詩（ 『樊川文集』巻二）に「憐れむ可し
　
貞観太平の後、天 　
且かつ封徳彜を留めず」とある。
8句は、魏徴と封徳彜の故事を踏まえな
がら、魏徴は長生きしたが、同じく仁治を説いた任
?
は既に亡く、封徳彜は先に没したが、同じく征伐を唱えた程之
才は存命 と正邪の関係と死者 存命者の関係が入れ替わっている。瑞渓周鳳 説に「此
これ
ヨリ以下ノ二句、蓋シ言フ
ココロハ、今 　
師中 　
已ニ死シテ、唯ダ程正輔ヲ留ム。此レ善人ハ死シテ而シテ不善人ハ存スルナリ。昔ハ則チ封徳
彜ハ已ニ死シテ ハ尚ホ存ス。此レ即チ天意 　
古今異ナル有リ。豈ニ測リ難キニ非ズ哉
や。却ノ字、蓋シ古今異ナ
ル有ルナリ」とある。 句 、人に って天（造物）の意志が推し難いことを述べてい 。山本和義『詩人と造物』「第一部 　
四 　
造物の諸相」 （研文出版）を参照。
9○象賢 　
子が父の志を受け継ぐことを褒める語。転じて、人の子
蘇軾詩注解（十九）
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の呼称、ご子息。 『尚書』微子之命に「惟
これ古
いにしえ
を稽
かんが
え、徳を崇
たつと
び賢に象
かたど
る」とある。○驥種 　
千里を走る名馬の血統。
年若くして群を抜く逸材のたとえ。蘇軾「呂希道が和
か州に知たるを送る」詩（ 『蘇東坡詩集』第二冊五二頁）の注を
参照。ここでは、任仲微が、父任
?
の優れた才能を受け継いでいると褒めている。
10○号訴 　
泣き叫んで訴える。 『新
唐書』儒学伝の
?ちよ
无む
量りよう
伝に、廬墓の左側に植えた松柏を鹿が荒らすのに対し、
?
无量が「山林 　
乏しからず、吾が
塋えい
樹じゆ
を犯すに忍びんや」と号訴すると、鹿の害が治まったという話が見える。○百謫 　
謫は譴責を受けること。漢代
に官吏が百回譴責を受けたら罷免されるという決まりがあった（ 『漢書』游
?
伝の陳遵伝） 。一句は、任仲微が、父任
?
が着せられた冤状について三度にわたって朝廷に訴えたことを述べている。
1句の注を参照。
12○禍福 　
吉と凶。
秦観「瀘州使君任公が墓表」に、 羅苟夷から死者が出たことをき かけに宋と夷族の間が紛糾しかけた際、 任
?
は、 「馳
せて境上に至り、且つ禍福を以て之
これ
を暁
さと
し、相
あい
与とも
に兵を投じて降
くだ
らんことを請う」たと記す。この場合の禍福とは、
異民族と戦を構えること（ ）と異民族との戦を避け こと（福）を意味していよう。○絡脈 　
脈絡、すじみち。
13
○高才 　
すぐれた才能、またそれを有する人。蘇軾「孫巨源の漣水の李
り・盛
せい
二著作に寄せて……」その二（ 『蘇東坡
詩集』第四冊四一五頁）の注を参照。一句では 任仲微を褒めて言 。○食旧徳 　
祖先の徳の恩恵に浴すること。 『周
易』訟
しよう
卦の爻辞に「六三 　
旧徳を食
はむ」とある。
14○但恐一句 　
里門は、閭門、村里の門。漢の于
う定てい
国こく
の父于
う公こう
は、
村里の低い門では、自分の子孫が出世して故郷に帰る際に 高官の乗 幌の高い立派な車が門を通れないのではないかと心配したという（ 『漢書』于定国伝） 。蘇軾「常
じよう
・潤
じゆん
の道中、銭塘を懐う有りて、述古に寄す
　
五
首」その五（ 『蘇
東坡詩集』第三冊二九〇頁）の注を参照。
13句で詠じるように、本人の優れた資質に加えて祖先の徳の恩恵にあずか
る仲微について、一句は、将来の出世したさまをユーモア 交えて述べている
15○千騎帰 　
千人もの騎兵を従えて
太守などが来ること。蘇軾「将官梁左蔵が莫
ばく
州に赴くを送る」詩（ 『蘇東坡詩集』第四冊六七〇頁）の注を参照。任
仲微の栄達を予想した
13 
14句をうけて、その栄えの中にも、父任
?
を冤罪の身のまま亡くしてしまったことを痛まし
いとしてい 。
16○贈印 　
官位を死者に追賜すること。贈は、追賜する。印は、官印とそのひも。○黄壌 　
黄色い大
地。また、黄
よ泉み。蘇軾「京師にて任遵聖を哭す」詩（ 『蘇東坡詩集』第四冊二〇五頁）の注を参照。
17 
18○惟有・閲
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世二句 　
庭前を、 『合注』は亭前に作るが、庭前とするテキストもある。ここでは、詩題において「閲世堂」とした
のに伴い、庭前に改めた。二句は、蔡州新息県にある任
?
の家の庭で、ひと際目立つ大きな檜の悠々としたさまを詠
じる。この檜の木が、 「閲世堂」の名の由来であったことが推し量られる。一韓智
の聞書に「是
これ
ヨリ閲世亭ヲ作ル
ゾ」とある。詩題 注に引く蘇轍「蔡州任氏が閲世堂」詩に「蒼然たる百尺の檜、直幹 　
大厦に任
たう」とある。閲世
は、時世が過ぎて くのを見送ること。蘇軾「楼観」詩（ 『蘇東坡詩集』第一冊三二六頁）の注を参照。不改色は、もとのままである と。杜甫「初月」詩（ 『杜詩詳注』巻七） 河漢 　
色を改めず、 関
かん
山ざん　
空しく自
おのずか
ら寒し」とある。
19 
20○千年・記此二句 　
二句は、
17 
18句で詠じるように、蔡州に任
?
が得た住まいの目印となっている大檜が、任
?
父子の後もずっと永らえて、そこが任氏の住まいであったことを伝えるであろうと、後漢末 王粲の故宅の例に擬えている。瑞渓周鳳の説に「此以下ノ二句ハ、蓋シ言フココロハ、檜ヲ以テ仲微ガ居ヲ記ス、当
まさ
ニ井ヲ以テ王粲ガ宅ヲ
記スガ如クナルベシ」とある。王粲宅は 後漢末の王粲（字は仲
ちゆう
宣せん
。一七七―二一七）の家。湖北省襄陽県の
?
山坡
のふもとに井があり、 王粲の住まいであったとされる。 軾「万山」詩（ 『蘇東坡詩集』第一冊二〇六頁）の注を参照。杜甫「一室」詩（ 『杜詩詳注』巻一〇） 「応
まさ
に王粲が宅の、 井を
?
山の前に留むるに同じくするなるべし」とある。
　
亡き任
じん
公は西南辺境の地（瀘
ろ州）の知事に在任中、かの繞
じよう
朝ちよう
が秦への裏切りを知りながら士
し会かい
に策
むち
を贈った
故事さながらに、蛮夷との間で戦を構えずにすむ策
さく
を程之才に示されました。もし、その時それがじゅうぶん
に用いられたら、 「戦
いくさ
上手は戦わず」で、武力にものを言わせる兵乱は起きなかったでしょう。
　
十年余り経
たった今も寒々とした心地ですが、いずれが正しかったか間違っていたかはもはや明らかとなりま
した。なんと （任公はかの魏徴のようにはそれを見届けられず） かの封
ほう
徳とく
?いに擬えるべき人のほうが存命とは、
天の意思というものはとらえどころがなくわかりにくいものです。
　
父君譲りに優秀な仲
ちゆう
微びどのは、ほんに俊才の血筋であり、百回譴責されて罷免されようと退
ひかぬ覚悟でお上
かみ
に訴えられました。これがどうして私的な恨みをはらすための挙でありましょうか、諸夷と戦うことは凶で、
蘇軾詩注解（十九）
三二
125
戦わないことが吉であるのは、物事の真っ当なすじみちです。
　
仲微どのは優れた才能に恵まれているうえに父君の陰徳によって栄達されるでしょう、高官にふさわしい車
で通るのに郷里の門が狭すぎるようなことがありませんように。千騎ものお供
とも
を従えて帰郷してもあなたの心
は傷むことでしょう、亡き父君に官位が追賜されても送り届ける はあの世は遠いのですから。　
閲世堂の庭に立つ檜の老大樹だけは、幾
いく
代よにもわたってその常緑の色は変わらず、かの井戸が王粲の宅を今
に伝えるのと同様、この常緑の檜 任氏の宅 跡を千年にもわたって伝え続けるでしょう。 
（担当 　
原田直枝）
一八四六（施三一―三四）新渡寺
任仲
?
新しん
渡と寺じに任
じん
仲ちゆう
微びを送
おく
る
1　
春陰欲落
 
春しゆん
陰いん　
雪ゆき
を落
おとさんと欲
ほつ
し
2　
野氣方升雲
 
野や気き　
方まさ
に雲
くも
を升
のぼ
す
3　
我游淸潁尾
 
我われ清
せい
潁えい
の尾
ほとり
に游
あそ
んで
4　
想見
?
被君
 
翠すい
被ひの君
きみ
を想
おも
い見
みる
5　
古來聚散地
 
古こ来らい　
聚しゆう
散さん
の地
ち
6　
與子復言分
 
子しと復
また分
わかれを言
いう
7　
?
游安
?
駕
 
?けん
游ゆう　
安いず
くにか駕
がを税
とかん
8　
?
田失歸耘
 
痩そう
田でん　
帰き耘うん
を失
しつ
す
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9　
獨宿古寺中
 
独ひと
り古
こ寺じの中
うち
に宿
しゆく
せば
10　
荒鷄亂鳴群
 
荒こう
鶏けい　
鳴めい
群ぐん
を乱
みだ
す
11　
子以曉角
 
子しを送
おく
るに暁
ぎよう
角かく
を以
もつ
てす
12　
幽幽醒時聞
 
幽ゆう
幽ゆう
たるを醒
さむる時
とき
に聞
きけ
元祐七年（一〇九二） 、五十七歳の作。〇新渡寺 　
潁州の潁水のほとりに在った寺院。 『蘇軾詩注解（十七） 』に収める作品番号一八二七の詩の詩題の注を参
照。 任仲微
任大防、仲微はその字であろう。前の詩（作品番号一八四五）の詩題の注を参照。
2〇野気一句 　
野気は、野原にたちのぼる気。李商隠「戯れに張書記に贈る」詩（ 『玉谿生詩集』巻一）に、 「池光 　
月を受けず、野気 　
山に沈まんと欲す」とある。韓
「風伯を訟す」 （ 『韓昌黎集』巻一二）に「山は雲を升して沢は
気を上
のぼ
す」とある。
3 
4〇我游・想見二句 　
清潁尾は、潁水が淮河に合流するあたり。翠被は、かわせみの羽を雑ぜ
て織りあげた肩かけ。 『春秋左氏伝』昭公十二年に、 「楚子は州
しゆう
来らい
に狩し、潁尾に次
やど
り、蕩
とう
侯こう
・潘
はん
子し・司
し馬ば督とく
・囂
ごう
尹いん
午ご・陵
りよう
尹いん
喜ぎをして師を帥
ひき
いて徐を囲ましめ、以て呉を懼
おど
す。楚子は乾
けん
谿けい
に次りて、以て之れが援
えん
を為す。雪雨
ふる。王
は皮
ひ冠かん
し、秦の復
ふく
陶とう
をき、翠被し、豹
ひよう
?せき
し、鞭を執りて以て出づ」とある。乾谿は、蔡州にある。潁州は蔡州に隣
接し、任仲微は蔡州にいたため 翠被を用いて任仲微のことをいう（王注に引く趙次公の説。 『四河入海』巻二二の二） 。
5〇古来一句 　
杜甫「賛上人に別る」詩（ 『杜詩詳注』巻八）に、 「古来 　
聚散の地、 宿昔 　
荊けい
棘きよく
長ず」とある。
7 
8〇
?
游・痩田二句 　
?
游は、 故郷を離れた官吏としての生活に
?
み疲れること。 「又た
戸曹を送る」詩の注（ 『蘇
東坡詩集』 第四冊六一八頁） を参照。税駕は、 車につけた馬を解き放つこと。ここでは退休する意 史記』 李斯伝に、 「当今人臣の位
くらい
、臣の上に居る者無し、富貴極まると謂う可し。物極まれば則ち衰う、吾れ未だ駕を税
とく所を知らざるな
り」とある。痩田は、 やせた土地。孟郊「秋夕、 貧居に述懐す」詩（ 『孟東野詩集』巻三）に、 「浅井 　
飲むに供せず、
痩田 　
長く耕を廃す」とある。二句は、任仲微が故郷に帰るのを送り、蘇軾自身もそれに倣いたいという気持ちはあ
蘇軾詩注解（十九）
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るが、それは不可能なるをいう。
10〇荒鶏 　
とき
0
0を作るべき時刻でもないのに鳴く鶏。晉の祖
そ逖てき
は友人の劉
りゆう
?こん
ととも
に真夜中に寝ていたとき、荒鶏の鳴き声が聞こえると劉
?
を起こして「此れ悪声に非ざるなり」と言って一緒に舞
まい
を
舞ったという（ 『晉書』祖逖伝） 。
11 
12〇送子・幽幽二句 　
暁角は、明け方に城郭上で兵士の吹く角笛の音。唐・沈
?
期「関山月」詩（ 『全唐詩 巻一八 に、 「将軍 　
暁角を聞き、戦馬 　
南帰せんと欲す」とある。幽幽は、遠くかすか
に聞こえるさま。
　
春の曇り空は雪が降りそうな様子だが、野原の水気が立ちのぼって雲を浮かべている。私は清らかな潁水の
ほとりにやってきて、かわせみの羽毛の肩掛けを身にまとったあなたの姿を想い浮かべています。
　
ここ昔から 離合集散の地で、今また私もあなたと別れようとしています。旅また旅の役人暮らしに疲れ果
ててはいますが、いつになったら辞められることか。わが家の痩せた田圃じゃ帰耕するのもままならぬのだ。　
一人ぽっちで古い寺に泊まっている 鶏の群を混乱させる宵鳴きが聞こえてくる 城上の兵士があかつき
に吹き鳴らす微かな角笛の音を、お目覚めに（わたしの惜別のこころとして）聞いてくれませんか。 
（担当 　
蔡 　
毅）
